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　165 ～ 168 は である。169 ～ 173 は 品である。169・170 は の 面 部に人面墨 と

考えられる墨 が かれているが内 は である。171 は の である。 面は 調 、

内面は 調 が される。172・173 は の である。172 は口 部が している。174 は

の である。175 ～ 178 は の である。178 は形状が である。179 ～ 182 は の で

ある。183・184 は製 土器である。と に口 部が ている。

　土製品 （F 135)　185～188は 北 部より出土した土製品である。185は と考えられる。

186 は土 である。形状は 状である。本調査ではＤ区で検出された伊場大溝 で て 土

の出土量は ない。187・188 は土馬である。187 は馬の から にかけて している。188 は足

の で 物の種 の 別は であるが、本調査では土馬が多 出土していることから土馬の

が い。

　 製品（F 135)　 北 部では 189 ～ 191 の石製品を 。189 は 石を多面 に られて

いる。 きとして 工された がある。190・191 は 石で、190 は流 灰 製の 石で

ある。 量があるた 地面などに き、 に せて 面を い分けていた がある。

所に による が されるた 、 石 の に されていた が い。191 は

灰 製の 石で、上 が している。 面４面を 面として している。

　木簡（F 136)　 北 部より木簡は４点出土している。梶子遺跡において 出土した木簡

は発 で番号が されているた 、本調査 発 の番号を した。192 を 26 号木簡、193

を 28 号木簡、194 を 29 号木簡、195 を 30 号木簡とした。 で るた ここでは 要の

を記 る。

　192 は、 状の木 に墨書が記されている。文字として は であり、文字 であ

る。 面が している。上 部の形状から の形状は 形ではない がある。193は、

に 12 文字記されている。 部が しているた 、 いて文字が記されていたと考えられる。

12 文字 の は であるが 部の文字に年号と考えられる「天平十六」の文字が され

るた 「年」と できるが、「年」にあたる文字が により である。194 は に 17 文

字記されている。 面が しているた 文字がさらに記されていた がある。195 は平串

状の 上部に 文字記されている。やや 間 に られた 跡が でき、 る に られ

F 130　 北 部　出土遺物（4）
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たと される。

　木製品　(F 136 ～ 146)　伊場大溝北 部より出土した木簡 の木製品である 196 ～ 263 を

。斎串や 形などの祭祀 が多 出土している。 のほか、 物や 、 字形木製品、 物、

建 部 など多 に たる木製品が出土している。

　196 は絵馬で、墨書で が かれている。上部中 に が いている。中 が に れてお

り、 が している。197・198 は斎串である。上部は山形に 工され、 部は い山形に

工されている。197 は上部に墨書で人面が かれており、 面に 出した部分が できる。

199 ～ 201 は人形である。 て 部が しており、 の形状は である。199・200 は 面

に 部を るた の りが されており、199 は 部を、200 は 部を 調 るように 工

されている。201 は の 面の りが される。202 ～ 204 は 形である。202・204 は中

に 形の が いている。202 は 所に谷状の り 工が される。204 には上部に 形の

が される。203 は 面を しており、上部に 形の が される。205 は、 は

であるが、祭祀 関連の木製品と考えられる。上 面が 状の 工が され、 は 柱

F 131　 北 部　出土遺物（5）
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F 134　 北 部　出土遺物（8）

状のように 工されている。

　206 ～ 208 は工 などの である。206 は である。207 は で、 部が している。

を させるた の 状の が される。208 は 立て式の と考えられる。 に

な 工がなされており、 部に別の を し た と考えられる 字 の りが り出され

ている。 は る形状である。209 は 木 を いた である。

　210 ～ 212 は木 である。形状により 種 に分 ることができる。１ は、210 の の

上部中 に 形の を けた形状で、 う１ は、211・212 の 木 中 に い りを

れ、中 を補足した形状である。213・214 は 工 で りが される。213 は に 形の

りが、214 は 面 所に りが される。215 は の の 部で、 状の 。217 は

で 部に りが される。218 は である。 が しており、 部には鉄 を させるた

の り出しが される。
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F 136　 北 部　出土遺物（10）
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　219～ 225 は である。219は 面上部・中 ・ 部に い りが される。223・224 は、

に が けられているた 、 敷の がある。226 ～ 228 は 字形木製品である。 て

部 と 部上部に が、 部に 所の りが される。228 の 所の りを と

ると が に延 る。229は である。230は 工 で、 部が 面を られ なる。

231 は 工 で、上部に りが される。232 は木 の部 と考えられる。３ 所 状の が

される。

　233 ～ 247 は の 工 、 工 である。233 ～ 236 は 状に 工された 工 である。

233 は が 化している。237 ～ 244 は 工 である。239 は多 形に面 りされている。242 は

上部が 化している。245 ～ 247 は 工 である。247 は 面が 化している。

　248 ～ 252 は 物の である。251 は 面に木 が 部 る。253 は 物の で、

で 所 されている。254 は 形の と考えられる。３ に で されていた 跡が

される。255 は し 式の木 である。 し れている部分には木 状の ので され

ていた 跡が される。 の は 物の を 次 している。256・257 は建 部

である。257 は 形の 、 りが される。258・259 は 70 上の である。260 は大 の

で、 に が される。261 は大 の で 部が している。262 は ー 形状の

物である。上部 に が れており、 の を さなけれ 分 できな

い構 とな ている。263 は大 の 物の である。 形で に が けられている。 面

部が しているが、 後に けたと考えられる が 所 できるた 、 後 さ

れていたと される。

　 147 163

　 器（F 147 ～ 151）264 ～ 339 は 南東部より出土した須恵器である。器種は、 や

が主 であるが や 、 、 などが出土している。 のう 、墨書土器が 点出土して

いる。

　264 は で、内面に墨書で 文字記されている。 により て できないが、 の文

字 は多い。 により であるが１字は「川」と考えられる。265 ～ 268 は の 部

に墨書が記されている。265 は、３文字記されており、「 大」は できるが、 後の１文字は

できない。266 は、３文字記されており、「 」は でき、 りの１文字は「良」と考え

られる。267 は、１文字記されているが、 できない。268 は、 書されている。多 の文字が

記されており、「部 大部」、「 」、「 田部」、「人人」や墨 が される。269 は で 面

に墨書で３文字記されている。１文字 は できないが りの 文字は「 」と記されている。

　270 ～ 302 は と である。 が多 を る。270・271 は 世紀代の特 を

と であることから の 品と考えられる。272 は り で、 じ からの 品と

考えられる。273 ～ 283 は である。 部が 平な のから の のが される。283 は

内面 に墨 や した 跡が され、 として されている。284～299は である。

285 ～ 291 は 部が より 出した形状で 292 ～ 299 は 部が 出しない形状である。293 ～ 299

は 部が る形状である。299 は、 の と して口 が大きい。300 ～ 302 は
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である。301 は、 部が 平で、 部で している。303 ～ 321 である。303 ～

310 は 部から口 部に か て を ながら立 上がる形状である。311 ～ 319 は 部が

平で、 部から口 に か て な形状である。320 は、 部から口 部に か て立 上が

たの 口 部が る形状で、 連の の中では特 な形状である。322・323 は である。

324 は で口 部が る。325 ～ 327 は である。327 は、 部が の と して い。

　328～335は である。328～329は 口 である。330～332は である。330は 部が 、

部に 点文が されているた 、 からの 品と考えられる。331 は 部の形状から

と考えられる。332 は 部が る形状で、 部が している。333 ～ 335 は である。

334・335 は で 部の れが い。336 は、 部を した陶 である。337・338 は平 である。

337 は口 部 面に が る。339 は の口 部の している。

　土 器（F 152 ～ 155）340 ～ 398 は 南東部より出土した土師器である。出土量は須恵器に

ないが、 品や製 土器が多 出土している。

　340・341 は で、340 は 、341 は の 品である。341 は内 面と に が

されている。342 ～ 351 は である。343 ～ 350 は内 面と に が されている。347 ～ 351

は 面に な が されており、内面は 文が される。348 ～ 351 の 文は内面中 は

書きで に かれており、口 部内面に近い部分は 状に文 が かれている。352 ～

354 は である。352 ～ 354 は内 面と に が されている。354 は の と し

て 部が い。

　355・356 は 口 である。と に 面は 調 がなされ、内面は 調 が されて

いる。355 は 部の が い。357 ～ 359 は である。 面は 調 がなされており、内面には

調 が されている。360・361 は である。361 の 面は 調 が され、上 面に

形の が される。362・363 は である。 面は 調 が、内面は 調 が

される。364 ～ 382 は 品である。364 ～ 374 は の である。375・376 は で

ある。形状は 形に るが、 部が している。377 は 形である。378 は 形である。379

～382は の である。383～398は製 土器である。い れ 内面は 調 がなされており、

の 跡は されない。393 はやや大 で 状の形状である。395 は が している。

　土製品　(F 156)　399 ～ 404 は 南東部より出土した土製品である。399 は、陶 の土馬で、

が している。 や 、 など 部 で されている。 があ たと考えられる 跡

が されるが により ではない。400 は、土馬の 部と考えられる。401・402 は土製の

である。402 は、 の と考えられる。403・404 は 形土製品である。403 は、 の

が り れている形状をしている。出土時、内部に 0 8 ～ 1 8 の大きさの形状の いな

石が 13 点内 されていた。 形で出土しており、形状 に 後に る は て い

ことから に れられた が い。404 は、 面形が 状でないことから製 が な

ると考えられる。

　 製品（F 156）405 ～ 409 は 南東部より出土した金属製品である。405 ～ 407 は鉄製の

刀子である。407 は、 部に木 が る。408 は、鉄製の で、 部はやや した 月形で、
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を り る形状である。 に を け、 部を る の形状と考えられる。409 は、

鉄製の である。 部は している。

　 製品 （F 156） 410・411は 南東部より出土した石製品 点を 。410は、 製の 石で、

面に による と 面が１ 所 される。411 は、 製の 石で 面を 面としている。

　木簡（F 157） 南東部より木簡は４点出土している。北 部で出土した木簡と じ 、発

で番号を した。412 を 23 号木簡、413 を 25 号木簡、414 を 27 号木簡、415 を 31 号木簡と

した。 で るた ここでは 要を記 る。

　412 は、 に い 上部中 に「三家部 」の 文字記されており、 部に が けられて

いる。413 は、 の い に「 主 田 古 」の 文字が記されているが、上 部と に
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F 150　 南東部　出土遺物（4）
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しており、 の文字は である。414 は、 に「 子三川」、「 」と記されてい

るが、 は により できない。上 部と に しており、 の文字は である。415 は、

上部からやや が な てい 形状の で、上部中 に「 田 田 」と記されており、

部 に「 主」と記されている。

　木製品（F 157 ～ 163）416 ～ 449 は 南東部より出土した木製品である。北 部に 、出

土量は ない。特に祭祀 が な 、 形が１点の 出土している。 のほか、 物や 、 字

形木製品、建 部 が出土している。

　416 は 形である。 を しているた 形状は であるが、上部に 字状の りが

される。417 は連 である。 が 本 で り ているた 、 を え されたと

される。418 は である。 の部分が上部より やかに り出される。上部に によ

る が される。419・420 は である。419 は上部が しており、 の形状は であ

るが に山形の が り出されていることから と考えられる。420 は 部が している

が、 の し が される。

　421・422 は木 である。421 は 連の木 より で 面形状が三日月形である。別の に
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F 152　 南東部　出土遺物（6）
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F 153　 南東部　出土遺物（7）
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F 154　 南東部　出土遺物（8）
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されていた があるが、形状、 所が の木 と るた 木 とした。423・424

は である。423 は馬 で４ 所 形の が けられており、う １ 所は が している。

424 は、 形の である。425・426 は の の部 である。425 は中 に 形の

が けられている。426 は、上部に 形の が けられており、 部は 字状の りが される。

427 は と考えられる 工 である。 間 に印が され、上部には木 が る。 部は

により であるが木 が れていたと考えられる が される。 面に溝が

F 155　 南東部　出土遺物（9）
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F 156　 南東部　出土遺物（10）
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F 157　 南東部　出土遺物（11）
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F 158　 南東部　出土遺物（12）
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F 159　 南東部　出土遺物（13）
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20cm0 1:4

438

り出される。428 ～ 431 は である。428 は上部を しており、 形の が けられてい

る。 字状の りが される。431 は 部を しており、 形の が けられている。

に られた 跡が される。432 は ン を いた部 の 部と考えられる。 である

が、 面に りが される。433 ～ 436 は 工 である。433 は 面形状を 形になるよう り

出されている。 部 は る。435 は上面、 面が り出されており、 が多 形に り出さ

れている。437・438 は 字形木製品である。437 は 部の しており 所 りが される。

438 はほ 形で出土しており、 部上部に 状の、 部 に が される。 部 の

り出しが される。 部は 所の りのほか、 形に り出されており が 面、 面より

り出され る。

　439～446・449は 物である。439～445は 物の である。439は 所に が しており、

化 される。443 は 面に木 が れている。445 は多 を しているが

形の である。446・449 は 物の である。449 は大 の で上 部がやや 工がな

F 160　 南東部　出土遺物（14）
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F 161　 南東部　出土遺物（15）
20cm0 1:4
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F 162　 南東部　出土遺物（16）
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20cm0 1:4

449

される。447 は建 部 と考えられる大 の部 で、 所に 間 で 形の が り出されて

いる。

(8）

　 は の の と ると、溝の や さが る。これは 形 時の な

量が し、 しい 流が収 した による のと考えられる。 た、遺物の出土状 は、調査

区北 部で溝の 岸の に分 るが、調査区南東部は南岸に集中し北岸 面では調査区

北 と ると ない。墨書土器は、大溝北 部に１点、大溝南東部に 03 出土を せる

と 点出土しており、大溝南東部に多 出土 る が られる。人名や 名と考えられる文字

が記されている墨書土器がほとんどであ た。木製祭祀 は大溝南東では１点の の出土である

が、大溝北 部では多 出土しており、伊場大溝の上流部と 流部では が なる。大溝 の

出土量を ると、南東部が多い が られる。 の集落 な遺物の と なり、木簡や

墨書土器などの文字資料、斎串や人形、 形などの祭祀遺物が出土し、 な の遺物が

る が られる。 伴 る遺物が に出土していないが、年号と られる文字、「天平十六」

（774 年）が記されている木簡が出土しており、 積年代と考えられる時期（ 世紀 ～

世紀中 ）と る。

　本調査で 、 な の遺物が多 出土しているた 、伊場大溝南岸 の 辺に敷智郡家中

が 在していたと される。 た、墨書土器、木製祭祀 の出土量が伊場大溝北 部・南

東部では なり、伊場大溝の上流域、 流域では がことなる区 が 在していたと できる。

F 163　 南東部　出土遺物（17）
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20cm0 1:4

449

　伊場大溝 の調査

（1） 要

　 は、奈良時代後 ～平安時代 （ 世紀後 ～ 10 世紀 ）に 積した である。

である の 積土と ると 物遺 が な 、やや の い 積土である。大溝内での埋

が 、 と ると溝 が なり、 度 なる。 積状 が と るた 、

と じ 流が していた であ たと考えられる。た し、 物遺 が より

るた 、 生に いては と では の 化が けられる。

　土器集積遺構（ X01）１ 所、貝塚 所、これらは大溝北 の南岸において検出している。

大溝北 部南岸で検出される X01 では、大量の墨書土器を 灰釉陶器などの遺物が出土してお

り、大 な遺物の が される。 た、木簡などの文字資料 X01 から多 出土している。

X01 内に 貝塚は検出されており、貝塚内に 多 の遺物が れている。

(2）伊場大溝の形状

　 の大溝は、上 の 、 の の大溝と や流路の形状はほ ていない。川

は、上流では南 りに し、 流へ かうに い川 の中 に してい 。 さは -0 73

～ -0 42 で、 流に か て さを してい 。川岸から川 にかけての は、北 は南岸

が で北岸は やかにな ている。中 部近辺で が し、南岸が やかになり北岸が にな

る。大溝内の 流が していたた と して 物遺 は るが、 灰

土が 積してい たと考えられる。

（3）遺物の出土状

　遺物の出土 　 では本調査区における伊場大溝より出土した遺物で の約 を

る。遺物の出土状 は、 と に大溝南岸に集中 る が られる。特に北 部南岸に

る X01 からの出土量が の出土量の 多 を る。特に墨書土器の出土量が 著

である。このような遺物出土の から南岸の に敷智郡家に関連 る が 在していたこと

がうかがえる。

　土器　 では、大溝北 部に集中して出土している。 した X01 より多量の土器が出土し

ており、特に、灰釉陶器、墨書土器が多 出土している。北岸では土器の出土は 在 である。大

溝の南東部では北 部と して な出土量は な 、南岸 りに出土 る が られる。

このような から大溝南岸、特に X01 を中 とした墨書土器など の い土器が集中

に していたことが される。

　木製品　大溝のほ 域から出土している。た し、多 の木製品は X01 から出土している

がうかがえる。出土遺物は、斎串や 形などの祭祀関連の遺物や 、 など のほか、 、

物などが出土している。特に 物の が多 出土しており、 の中で「足」の 書が記されて

いる （1082）が される。
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　木簡　本調査では から木簡４点のほか、 物の に 書が記されている文字資料１点が出

土している。 のう 、 X01 から４点（1079・1080・1081・1082）出土しており、 りの１点（1752）

X01 に近 した で出土している。う 、1080 は紀年銘 り木簡で「延喜十三年」の文字が

記されている。延喜十三年（913 年）は の 積した年代と る。

　 の の遺物　金属製品では銅製の印 （485）が出土しており「子」が して 出されている。

た、鉄製の が出土しているほか、刀子が木製の とと に良好な形で出土している。石製品

では、 石のほか が出土している。

（4）遺物集積

　S 01 F 166）伊場大溝北 部南岸で検出した遺物集積遺構である。北 調査区 へ が

ぶた 、 の は出 ない。 されている で北 ・南東 に 34 、北東・南

に約 ～ の 状に遺物が出土している。 X01 の 内に貝塚（ 04、 05、 06）が、木製構

物である X02 が されている。大溝南岸に遺物が集中 ることから南岸より され 積し

てい たと考えられる。このことを えると、北 部の調査区 に延 る大溝内において多 の

遺物が されている のと されるが、本調査区北 に る梶子 21 次調査において

は 部の の調査にとど ており は できない。

　本調査で出土した墨書土器のほとんどが X01 より出土している。金属製品では銅印、木簡など

の文字資料が出土しており、敷智郡家に関連 る祭祀行 や れに関連した遺物の 場所であ

た がある。なお、 X01 では、 とに遺物の 度に が られるか検 るた 、 E

ドを 部、F ドを中 部、 ドを東部の３ 所に分 して遺物を している。

　出土遺物の 　 X01 では大量の遺物が出土しており、北 りでは遺物の 度が 、南東

に かうに連れ なる である。出土した遺物は、須恵器や灰釉陶器、土師器、土製品、金属

製品、木製品、木簡など多 に たる。 の中で 墨書土器が多 出土している。 た、 足 や

足 や銅印などの遺物が出土している。 世紀後 ～ 10 世紀 の土器が出土しており、時期

は い。

S 01

　墨書土器（F 167 ～ 193）須恵器、灰釉陶器、土師器 とに分け、文字で と て遺物を

している。ほとんどが１文字書きされた墨書土器であり、「得」、「足」が多 を る。１文字書

きの墨書土器より であるが、「得上」、「 」などの 文字書きの墨書土器 多 出土している。

　１・ は墨書が記されている須恵器である。１は で 面 部に「 」が記されている。

は で 面 部に「足」が記されている。

　３～ 277 は墨書が記されている灰釉陶器を 。12 ～ 47 は「得」の墨書が記されている。12 ～

29 は で 部に で「得」が記されている。30 は の内面に「得」が記されている。31 は 部、

部に「得」が記されている。32 は 部に「得」「大」の 文字が記されている。33 は 部に

「得」が記されているが、 部の墨書は できない。35 は の 部に「得」が記されている。

43・47 は「得」が に記されていると考えられる。48 ～ 54・60・61 は の 部に「得上」が記
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F 164　Ｄ区　伊場大溝
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F 165　Ｄ区　 における遺物出土
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15cm0 1:3

1

2

されている。55 ～ 59 は「得上」と考えられる墨書が記されている。

　63 ～ 124 は「足」の墨書が記されている。63 ～ 100 は 部に で「足」が記されている。66・

70 は「足」が記されているが、ほかの文字と して 跡が特 である。101 ～ 103 は 部に

で「足」が記されている。103 は 部 面 、 部の 部に墨 が される。104・105 は「足」

が に記されている。106 ～ 117 は の 部に、118 ～ 121 は の 部に「足」が記されている。

122 ～ 124 は「足」のほか別の文字が記されている墨書土器を 。122 は 部に「足」、「 」が、

部に「 」の３文字が記されている。123 は により文字の は出 ない。124 は「三」が

記されている。125 ～ 132 は により であるが「足」と記されている がある。

　133 ～ 138 は の 部に「 」が記されている。133 ～ 136 は で、137・138 は で記さ

れており、138 は 部に 「 」が記されている。139 ～ 141 は に「 」が記されている。

139 は 部に で１ 所、140 は で 所 される。141 は 部は でないが、 部に

「 」が記されている。142・143 は の 部に「 」が記されている。144 は の 部に「六 」

が記されている。145 は 部 、 部に「 」が記されている。146・147 は により は

できないが 文字 の「 」が される。

　148 ～ 160 は に「 」が記されている。154・155 は 部に、156 ～ 159 は 部のほか、 部に 「 」

が記されている。160 は 部の文字は できない。161 は に「 」と考えられる文字が記

されている。

　162 は 部に「 」が記されているが、 部の文字は により できない。163 た

により は しいが「 」 たは「 」の がある。164 ～ 168 は に「 」が記されている。

167・168 は内面に 記されている。169 ～ 173 は の 部に「 」が記されている。169 は で、

170 ～ 173 は で される。174・175 は の 部に「平」が記されている。175 は 部に

により であるが「得」と考えられる文字が記されている。176 は で、 釉部の墨が えて

おり であるが「平」と されるが はできない。177・178 は の 部に「 」が記さ

F 167　 X01 部　出土遺物（1）
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	とびら



